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この概要では, 対の特異点などの基本的な用語は [KaMM]に従って用い
るとする. また全て複素数体上の仕事である. 以下, Kを有理数体Qもし
くは実数体Rとする. まず次の補題が成り立つ。これは generically finite

射に対する標準因子公式である。

Lemma 1. 射 f : X → Y を正規多様体の間の generically finite 射とす
る. さらに, ある有効K-因子∆が存在し, (X, ∆)が lcとなるとする. こ
のとき, もしKX + ∆ ∼K,f 0ならば, ある有効K-因子 Γが存在し (Y, Γ)

が lcであり, かつKX + ∆ ∼K f ∗(KY + Γ) をみたす. さらに (X, ∆)が klt

の場合, Γを (Y, Γ)も kltとなるように選べる.

この補題の応用として次の川又 subadjunction定理 ([K2])の一般化を
得る.

Theorem 2. 正規多様体Xが射影的もしくはアフィンであるとする. さ
らに, ある有効K-因子∆が存在し, (X, ∆)が lcとなるとする. このとき
(X, ∆)に関する極小 lc center W に対して, ある有効K-因子∆W が存在
し, (KX + ∆)|W ∼K KW + ∆W をみたしかつ, (W, ∆W )が kltである.

さらなる応用として, Smithと Schwedeによる次の問題 ([SS, Remark

6.5])が解決される.

Theorem 3. 射影射 f : X → Y を正規射影多様体の間の generically

finite 射とする. さらに, ある有効Q-因子∆が存在し, (X, ∆)が kltかつ
−(KX + ∆)が豊富であるとする. このとき, ある有効Q-因子 Γが存在し
(Y, Γ)が kltかつ−(KY + Γ)が豊富である.

次に Ambroによる klt対に対する標準因子公式 ([A, Theorem 4.1])の
lc対への拡張を試みる. その結果 [A1]と [K1]を合わせて, 次を得る.



Theorem 4. 射影射 f : X → Y を正規射影多様体の間の射で dim Y = 1

もしくは dim X − dim Y = 1とする. さらに, ある有効Q-因子∆が存在
し, (X, ∆)が lcとなるとする. このとき, もしKX + ∆ ∼Q,f 0ならば, あ
る有効K-因子Γが存在し (Y, Γ)が lcであり, かつKX +∆ ∼K f ∗(KY +Γ)

をみたす. さらに (X, ∆)が kltの場合, Γを (Y, Γ)も kltとなるように選
べる.

この結果は klt対の標準因子公式に対するモジュライ部分が b-因子の意
味で semi-ampleであると言う予想 ([A1, 0. Introduction])が証明されれ
ば, dim Y = 1もしくは dim X − dim Y = 1という仮定を省くことがで
きる.
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